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道本部ホームページのお知らせ道道本本部部ホホーームムペペーージジののおお知知ららせせ

特
集

第
４９
回
道
本
部
定
期
大
会

思
い
伝
わ
る
運
動
め
ざ
し

道
本
部
は
１０
月
２
日
、
３
日
の
両
日
、
ポ
ー
ル
ス
タ
ー
札
幌
で
第
４９
回
定
期
大
会
を

開
き
、
向
こ
う
１
年
間
の
運
動
方
針
と
新
執
行
体
制
を
決
定
し
た
。
新
た
に
３
単
組
が

加
盟
、
２
日
間
で
約
６
２
７
人
（
う
ち
、
女
性
６７
人
、
１０
・
６
％
）、が
参
加
し
た
。

２
０
０
８
年
決
算
か
ら
特

別
会
計
な
ど
の
連
結
決
算
に

よ
る
新
た
な
財
政
指
標
で
自

治
体
財
政
へ
の
締
め
付
け
が

一
層
厳
し
く
な
る
中
、
組
合

員
の
生
活
や
地
域
自
治
を
ど

う
確
立
し
て
い
く
の
か
、
課

題
が
山
積
し
て
い
る
。

大
会
で
は
、
２
０
０
８
年

度
総
括
、
２
０
０
９
年
度
の

運
動
方
針
と
確
定
闘
争
を
は

じ
め
と
し
た
当
面
の
闘
争
方

針
な
ど
に
つ
い
て
、「
指
導
部

の
思
い
が
伝
わ
る
運
動
」「
熱

い
運
動
」
を
望
む
意
見
を
含

め
た
２４
人
の
熱
心
な
質
疑
が

行
わ
れ
た
。

組
合
員
の
団
結
と
、
自
治

労
運
動
前
進
の
た
め
の
「
大

会
宣
言
」
と
、
解
散
総
選
挙

を
目
前
と
し
た
情
勢
の
も

と
、「
民
主
党
を
中
心
と
す
る

政
権
を
実
現
す
る
」
決
議
を

採
択
し
終
了
し
た
。

代
議
員
の
出
席
は
、
３
４

６
人
に
対
し
女
性
参
画
率
は

４１
人
で
１１
・
５
％
。
第
１１
次

組
織
強
化
方
針
の
「
男
女
が

と
も
に
に
な
う
自
治
労
北
海

道
計
画
」
で
は
２
０
１
２
年

９
月
ま
で
に
代
議
員
等
２０
パ

ー
セ
ン
ト
以
上
の
女
性
の
参

画
を
め
ざ
し
て
い
る
。

日
頃
か
ら
の
た
た
か
い
に
心
か
ら
敬

意
を
表
す
る
。

国
・
道
・
札
幌
と
、
い
ず
れ
の
勧
告

も
月
例
給
・
一
時
金
据
え
置
き
と
な
っ

た
。
持
ち
家
手
当
は
廃
止
に
向
け
た
方

向
性
が
出
さ
れ
た
。
今
確
定
等
の
衆
議

院
選
挙
と
一
体
と
な
っ
た
た
た
か
い
を

し
て
い
く
。

自
治
研
全
国
集
会
は
、
全
国
１９
人
の

組
織
内
候
補
の
解
散
総
選
挙
に
傾
注
す

る
た
め
、
４
月
に
延
期
。
諸
準
備
に
ご

尽
力
さ
れ
た
仲
間
の
み
な
さ
ん
に
お
詫

び
を
申
し
上
げ
る
。
民
主
党
政
権
下
で

開
催
し
よ
う
。

自
治
体
財
政
問
題
は
、
財
政
健
全
化

法
に
よ
り
国
の
関
与
が
強
め
ら
れ
て
い

る
。
労
組
が
ど
こ
ま
で
財
政
問
題
に
踏

み
込
ん
で
い
く
か
が
課
題
だ
。

地
域
医
療
の
個
人
署
名
等
み
な
さ
ん

の
ご
協
力
の
も
と
、
道
に
申
し
入
れ
し

て
き
た
。
道
民
の
生
活
を
守
る
た
め
に

も
、
新
し
い
政
治
を
始
め
る
と
き
が
来

た
。
全
組
合
員
の
総
力
を
あ
げ
て
た
た

か
お
う
。

三
浦
委
員
長
あ
い
さ
つ

エ
フ
ァ
ジ
ャ
パ
ン
理
事
長
の
イ
ー
デ

ス
ハ
ン
ソ
ン
さ
ん
は
新
聞
に
「
あ
あ
投

票
し
た
い
！
」
と
長
文
を
寄
せ
て
い

る
。
永
住
許
可
を
持
ち
な
が
ら
投
票
で

き
な
い
ジ
レ
ン
マ
。「
投
票
に
行
か
な
い

有
権
者
の
気
が
知
れ
な
い
」
と
。
意
思

表
示
と
は
何
な
の
か
考
え
る
時
だ
。

ノ
ー
ベ
ル
賞
受
賞
で
日
本
中
が
沸
い

た
。「
と
て
つ
も
な
い
こ
と
を
考
え
る
の

が
好
き
」
と
南
部
さ
ん
。
と
て
つ
も
な

い
こ
と
考
え
る
か
ら
、
色
々
な
発
見
が

あ
り
ノ
ー
ベ
ル
賞
に
つ
な
が
る
の
か

…
。
英
語
は
苦
手
の
益
川
さ
ん
、
な
ん

だ
か
親
し
み
が
あ
っ
て
い
い
で
す
ね
。

朔 風

め
ざ
せ

女
性
参
画
２０
％

国政報告

政権交代全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力で
１
～
３
第
４９
回
大
会
特
集

４
～
５
写
真
・
ま
ん
が
・
機
関
紙
コ
ン
ク

ー
ル
審
査
発
表
・
退
任
役
員

６

大
会
事
前
会
議
・
評
議
会
報
告

７

公
務
労
協
東
日
本
集
会

８

０９
年
度
道
本
部
執
行
体
制

逢
坂
誠
二
衆
議
院
議
員

麻
生
政
権
は
政
局
を
無
視

し
て
予
算
審
議
を
強
行
し
て

い
る
。
政
治
的
空
白
と
言
う

が
、
既
に
２
人
の
総
理
が
空

白
に
し
て
い
る
。
今
の
政
権

で
は
同
じ
状
態
だ
。
小
泉
政

権
か
ら
自
治
体
は
大
変
な
状

況
が
続
い
て
い
る
。
制
度
が

お
か
し
い
と
思
っ
て
も
従
順

に
仕
事
を
さ
せ
ら
れ
て
い

る
。
今
、
政
権
交
代
を
皆
様

と
力
強
く
推
し
進
め
た
い
。

仲
野
博
子
衆
議
院
議
員
と
、
相
原
久
美
子
参
議
院
議
委
員

は
、
別
の
用
務
の
た
め
欠
席
。
秘
書
が
出
席
し
ま
し
た
。

道本部ＨＰは、新たな試みとして「単

組・組合員専用」ページに、組合員の皆

さんがコメントを投稿できるようになり

ました。さらに、「自治研」コーナーを新

設、自治研全道集会のレポート集・講演

録を掲載しました。今後、「機関紙」も掲

載する予定です。

「単組・組合員専用」ページ

■ユーザー名：douhonbu

■パスワード：jh２００７

峰
崎
直
樹
参
議
院
議
員

自
民
党
は
も
は
や
政
権
政

党
の
資
格
は
無
い
。
早
急
に

解
散
を
求
め
、
同
時
に
国
会

で
問
題
点
を
明
ら
か
に
し
て

い
く
。
市
場
原
理
万
能
の
小

泉
・
竹
中
の
政
治
は
問
題
だ

っ
た
と
国
民
も
気
づ
い
て
い

る
。
厳
し
い
た
た
か
い
が
続

く
が
、
２１
世
紀
の
透
明
度
の

高
い
社
会
づ
く
り
の
た
め
、

全
力
を
尽
く
し
て
た
た
か
う

決
意
。

確定闘争 スケジュール

２００８年１０月

１４日�火 道本部・地本合同単組オルグ（～３１日）

２７日�月 要求書一斉提出

２００８年１１月

７日�金 組合旗掲揚（闘争集結まで）

５日�水 回答日

１０日�月 重点交渉期間（～１８日）

１３日�木 腕章着用（闘争集結まで）

１７日�月 超勤拒否（～１８日）

１８日�火 道本部統一行動日

「プルサーマル計画」
許さないカンパ
泊原発３号機での「プルサー

マル計画」を許さないために新
聞意見広告にカンパしません
か？（１１月１０日まで）
■１１月下旬北海道新聞に掲載を

想定 目標額３５０万円以上
個人１口：１，０００円
団体１口：３，０００円

くわしくは道本部ＨＰ（単組・
組合員専用の１０月２０日）で！

全日本自治団体労働組合
北海道本部

〒０６０―０８０６ 札幌市北区
北６西７北海道自治労会館
電 話 ０１１―７４７―３２１１
ＦＡＸ ０１１―７００―２０５３
編集・発行 谷川 広美

～テーマと講師～
（北海道大学名誉教授・
ロシア文学）

パステルナーク評伝

（専修大学北海道短期
大学教授）

秩父事件死刑囚─井上伝蔵の生涯

（北海道文教大学教授）

文学としての小林多喜二

（北海学園大学准教授・
短歌評論）

寺山修司未発表歌集『月蝕書簡』を読む

（元北海道大学北方生物圏フィ
ールド科学研究センター教授）

小豆万華鏡─ひとつの作物に思いを馳せて─

（短歌評論家）

坪野哲久と現代短歌について

工藤 正廣

森山軍治郎

神谷 忠孝

田中 綾

由田 宏一

山本 司

１０月１５日（水）

１１月１９日（水）

１２月１７日（水）

１月２１日（水）

２月１８日（水）

３月１８日（水）

１回目

２回目

３回目

４回目

５回目

６回目

２００８年１０月～２００９年３月

１８：００～２０：００（講演１時間３０分他質疑応答）

北海道自治労会館（札幌市北区北６条西７丁目）東向き

６回通し券２，０００円・当日受講５００円

労文協または自治労会館事務局

�社北海道労働文化協会／札幌市中央区北４条西１２丁目ほくろうビル

（�０１１―２６１―００２０）

�財北海道自治労会館／札幌市北区北６条西７丁目

（�０１１―７４７―１４５７）

主 催

●期 間

●時 間

●会 場

●参加整理券

●申 込 先

（終了）

視覚障害その他の理由で活字のままでこの本を利用出来ない人のために、営利を目的とする場合を除き「録音図書」「点字図書」「拡大写本」等の製作をすることを認めます。その際は著作権者、または、出版社まで御連絡ください。

２００８年１０月１１日、２１日合併号（昭和２８年１２月１２日
第３種郵便物認可）jichiro-hokkaido.gr.jp自 治 労 北 海 道（毎月 １日・１１日・２１日発行、定価 １部 ６円

組合員の購読料は組合費の中に含まれています）��� 第１９６１号



田中さん
（登別市職労）

高橋さん
（苫小牧市職労）

菊池さん
（森町職労）

野上さん
（国保連労働組合）

上島さん
（占冠村職）

丹崎さん
（森町職労）

武田さん
（札幌病職労）

野村さん
（札幌市職連）

中村さん
（亀田清掃労組）

浅野さん
（釧路市役所労組）

高野さん
（全道庁労連上川総支部）

新
規
加
盟
組
合（
３
単
組
）

よ
う
こ
そ
自
治
労
へ

大会で、自治労に３単組
が加盟しました。
左から北海道社会保険非

常勤職員労組（２人）、安全
相互労組、豊和会・一徹労組
のみなさんです。一緒にが
んばりましょう。

議長団

議長団のスムーズな議事進
行で予定より早く終了するこ
とができました。
左から、佐藤さん（上士幌

町職）、成田さん（日高町職）、
山本さん（釧路市役所労組）で
す。ありがとうございました。

大会には６２７人が出席した＝１０月２日、ホテルポールスター札幌

住住
民民
のの
安安
心心
・・
安安
全全

組組
合合
員員
のの
雇雇
用用
守守
ろろ
うう

経
過
報
告
に
関
す
る
発
言

８
月
の
登
別
市
長
選
挙

は
、
新
人
対
決
と
な
っ
た
。

連
合
推
薦
で
田
辺
元
市
職
委

員
長
が
立
候
補
。
出
遅
れ
厳

し
い
た
た
か
い
だ
っ
た
が
草

の
根
を
中
心
に
取
り
組
ん

だ
。
７
４
３
票
差
で
敗
れ
た

が
、
若
い
執
行
部
に
と
っ
て

大
き
な
経
験
、財
産
に
な
っ

た
。次
期
総
選
挙
を
頑
張
る
。

養
護
老
人
ホ
ー
ム
、
市
営

バ
ス
移
譲
提
案
は
、
具
体
的

理
由
や
分
析
結
果
の
提
示
も

な
い
。
議
会
や
マ
ス
コ
ミ
を

利
用
し
不
誠
実
・
無
責
任
な

対
応
。
市
民
の
安
心
・
安
全

と
組
合
員
の
生
活
・
職
場
を

守
る
交
渉
を
進
め
て
い
く
。

前
湊
町
長
が
競
争
入
札
妨

害
で
起
訴
さ
れ
た
。
起
訴
事

実
は
否
認
し
て
い
る
が
、
混

乱
を
避
け
る
た
め
辞
職
し

た
。
全
道
の
仲
間
に
多
大
な

る
ご
迷
惑
と
ご
心
配
を
お
掛

け
し
、
深
く
お
詫
び
申
し
上

げ
る
。
町
民
の
信
頼
回
復
の

た
め
、
町
政
を
担
っ
て
い
く

決
意
。

医
療
分
野
の
Ｉ
Ｔ
化
に
よ

る
合
理
化
に
、
役
割
と
業
務

に
つ
い
て
労
使
協
議
を
行
え

る
よ
う
取
り
組
み
、
職
場
の

安
定
確
保
と
雇
用
を
守
る
闘

い
を
協
議
会
で
明
確
に
し

た
。０９
年
５
月
の
全
国
国
保

連
労
組
集
会
へ
の
成
功
に
向

け
、

大
限
取
り
組
み
た
い
。

【
報
告
に
対
す
る
道
本
部
答
弁
】

山
上
書
記
長

登
別
市
市
長
選
挙
、
短
期

決
戦
の
中
で
惜
敗
。
残
念
な

結
果
で
は
あ
っ
た
が
、
今
後

の
た
た
か
い
の
大
き
な
教
訓

と
な
っ
た
。

苫
小
牧
市
の
擁
護
老
人
ホ

ー
ム
・
市
営
バ
ス
の
民
間
委

託
に
つ
い
て
、
公
的
責
任
を

高
め
て
行
く
こ
と
が
求
め
ら

れ
て
い
る
。市
民
の
安
心
・
安

全
と
組
合
員
の
雇
用
を
守
る

た
め
に
、
道
本
部
と
し
て
も

一
緒
に
闘
う
決
意
だ
。

森
町
の
談
合
事
件
に
つ
い

て
は
、
残
念
な
結
果
だ
。
入

札
業
務
を
ど
う
す
る
か
、
組

織
全
体
の
教
訓
と
し
て
政
策

提
言
の
必
要
が
あ
る
。

国
保
労
連
、
組
織
化
が
全

国
的
に
進
め
ら
れ
て
い
る
こ

と
に
対
し
、嬉
し
く
思
う
。厳

し
い
情
勢
だ
が
、
全
国
集
会

に
つ
い
て
も
協
力
し
た
い
。

評
議
会
の
発
言

女
性
部
�
各
単
組
で
は
ポ

ス
タ
ー
、
権
利
フ
ァ
イ
ル
な

ど
の
グ
ッ
ズ
作
成
や
学
習

会
、
町
長
と
の
懇
談
会
な
ど

を
開
催
し
て
い
る
。
特
定
事

業
主
行
動
計
画
が
形
骸
化
し

て
い
る
職
場
も
多
い
の
が
実

態
。
男
女
平
等
産
別
統
一
闘

争
の
定
着
で
、
女
性
の
声
反

映
を
期
待
す
る
。
男
女
が
と

も
に
担
っ
て
い
け
る
よ
う
、

女
性
部
と
連
携
し
て
ほ
し

い
。

青
年
部
�
職
場
レ
ポ
ー
ト

を
取
組
ん
で
き
た
。
特
に
交

流
集
会
運
動
を
通
じ
、
仲
間

の
声
を
聞
く
こ
と
が
重
要
と

気
づ
く
反
面
、
集
会
に
参
加

し
た
い
が
予
算
が
無
く
参
加

で
き
な
い
声
も
あ
が
っ
て
い

る
。
確
定
闘
争
期
か
ら
道
本

部
青
年
部
総
体
の
運
動
強
化

に
つ
な
げ
て
い
く
。

衛
生
医
療
�
総
務
省
が
各

自
治
体
に
改
革
プ
ラ
ン
で
経

営
的
な
観
点
を
求
め
て
い
る

が
、
地
域
医
療
サ
ー
ビ
ス
利

用
者
や
サ
ー
ビ
ス
を
確
保
す

る
必
要
が
あ
る
。
自
治
体
病

院
の
動
向
を
情
報
収
集
し

た
。
署
名
の
取
り
組
み
か
ら

地
域
住
民
に
医
療
の
重
要
性

を
訴
え
て
き
た
。
専
従
の
事

務
局
配
置
を
要
請
す
る
。

社
会
福
祉
�
社
会
保
障
費

用
の
削
減
。
保
育
職
場
は
、

低
基
準
見
直
し
で
公
的
保

育
を
守
る
正
念
場
。
障
害
者

労
働
者
連
絡
会
は
一
部
の
単

組
に
偏
っ
て
い
る
。
介
護
人

材
は
賃
金
・
労
働
条
件
の
低

下
で
不
足
し
て
い
る
。
非
正

規
の
職
員
が
増
大
。
職
場
に

定
着
で
き
る
よ
う
、
労
働
条

件
を
整
え
る
運
動
が
必
要
。

公
共
民
間
�
昨
年
１２
月
か

ら
、
５
つ
の
組
合
が
結
成
し

１
０
７
人
の
仲
間
が
加
わ
っ

た
。
不
安
定
、
低
賃
金
労
働

者
を
作
り
出
さ
な
い
た
め
に

も
、
自
治
体
に
一
定
の
ル
ー

ル
が
必
要
だ
、
一
緒
に
運
動

を
進
め
て
い
く
。
国
の
政

策
、
制
度
を
変
え
る
た
め
衆

院
選
を
全
力
で
取
り
組
む
。

現
業
公
企
�
賃
金
セ
ン
サ

ス
は
多
く
の
自
治
体
で
比
較

公
表
さ
れ
て
い
る
。
現
業
賃

金
に
関
す
る
研
究
会
で
は
、

差
別
的
発
言
が
あ
る
。
大
型

は
が
き
の
取
り
組
み
、
ご
協

力
を
お
願
い
す
る
。
委
託
料

の
引
き
下
げ
で
受
託
先
労
働

者
の
賃
金
引
き
下
げ
が
、
地

域
の
引
き
下
げ
に
つ
な
が
っ

て
い
る
。
組
織
全
体
の
取
り

組
み
強
化
を
お
願
す
る
。

臨
時
・
非
常
勤
�
労
働
者

が
人
間
と
し
て
扱
わ
れ
て
い

な
い
。
と
り
わ
け
公
務
職
場

の
私
た
ち
は
法
の
狭
間
で
雇

用
不
安
に
苦
し
ん
で
い
る
。

そ
れ
ぞ
れ
の
職
場
で
の
非
正

規
の
問
題
に
取
組
み
に
感
心

し
て
い
る
。
臨
時
・
非
常
勤

を
守
る
こ
と
は
地
域
住
民
の

雇
用
と
権
利
を
守
る
こ
と
に

つ
な
が
る
。

非
常
勤
職
員
の
任
用
根
拠

は
組
合
の
力
関
係
に
も
よ
る

が
、
組
織
化
で
守
ら
れ
る
。

自
治
研
全
国
集
会
を
延

期
す
る
こ
と
に
し
た
が
、

政
策
を
論
じ
る
重
要
性
は

い
さ
さ
か
も
変
わ
ら
な

い
。
総
選
挙
に
勝
利
し
政

権
交
代
で
私
た
ち
の
政
策

実
現
を
め
ざ
す
。

２６
日
、
民
主
党
の
マ
ニ

フ
ェ
ス
ト
に
対
し
、
申
し

入
れ
し
協
議
し
て
き
た
。

「
赤
字
だ
か
ら
」と
安
易
な

合
理
化
が
進
み
公
共
サ
ー

ビ
ス
が
低
下
し
て
い
る
。

公
共
サ
ー
ビ
ス
を
守
る
必

要
が
あ
り
、
地
方
財
政
の

あ
り
方
を
含
め
引
き
続
き

民
主
党
と
協
議
し
て
い

く
。

中
央
情
勢
報
告 答

弁
す
る
山
上
書
記
長

来
賓
あ
い
さ
つ

麻
生
政
権
は
、
無
責
任
極

ま
り
な
い
政
権
。
政
権
交
代

で
労
働
を
中
心
と
し
た
福
祉

型
社
会
を
構
築
め
ざ
す
。
経

済
情
勢
か
ら
も
国
民
の
生
活

は
困
窮
し
て
い
る
。
１９
人
の

組
織
内
候
補
と
推
薦
候
補
の

勝
利
に
向
け
て
自
治
労
全
体

で
政
権
交
代
め
ざ
し
取
り
組

む
。

「
労
働
組
合
の
社
会
的
役

割
」
を
示
す
こ
と
を
一
年
間

実
践
し
て
き
た
。
Ｓ
Ｔ
Ｏ

Ｐ
！
Ｔ
Ｈ
Ｅ
格
差
社
会
キ
ャ

ラ
バ
ン
、
地
域
医
療
署
名
、

１
万
人
集
会
。
す
べ
て
の
と

り
く
み
は
政
治
を
意
識
し
て

き
た
。
自
治
労
が
地
域
で
中

心
と
な
り
、
世
の
中
・
政
治

を
変
え
る
た
た
か
い
の
決
意

を
固
め
る
大
会
と
し
て
ほ
し

い
。

「
米
軍
再
編
」
は
、
憲
法

の
平
和
主
義
の
空
洞
化
を
進

め
て
い
る
。
民
間
港
の
母
港

化
、
プ
ル
ー
マ
ル
計
画
も
許

す
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
こ

れ
ら
は
、
政
治
に
左
右
さ
れ

る
点
が
多
い
、
政
権
交
代
に

向
け
と
も
に
頑
張
ろ
う
。

麻
生
政
権
は
、
経
済
対
策

が
世
論
だ
と
繰
り
返
し
、
解

散
時
期
が
混
沌
と
し
て
い

る
。
国
民
に
真
を
問
う
こ
と

が
、
政
治
空
白
を
埋
め
状
況

を
変
え
る
。
総
選
挙
に
パ
ー

フ
ェ
ク
ト
勝
利
し
道
政
奪
還

に
つ
な
げ
よ
う
。

労
金
・
全
労
済
の
資
産
運

用
は
サ
ブ
プ
ラ
イ
ム
関
連
の

金
融
商
品
の
保
有
な
い
、
健

全
な
運
用
を
行
っ
て
い
る
。

日
本
の
お
か
れ
て
い
る
状
況

は
深
刻
。
相
互
扶
助
が
４
団

体
の
責
務
。
ス
ク
ラ
ム
を
組

ん
で
が
っ
ち
り
と
進
め
る
。

広
域
化
条
例
制
定
ま
で
、

安
心
・
安
全
な
住
民
サ
ー
ビ

ス
の
た
め
ご
尽
力
頂
き
感

謝
。
条
例
文
面
に
「
柔
軟
に

対
応
」
の
一
文
が
入
っ
た
。

ま
た
、
道
議
会
で
も
再
度
検

討
と
な
っ
た
。
未
組
織
と
の

間
に
情
報
等
の
格
差
が
あ

る
。
組
織
化
に
向
け
て
取
組

む
。

自治労本部
徳永書記次長

連合北海道
�柳会長

道平和運動フォーラム
瀧本事務局長
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自
治
労
本
部

友
利
政
治
政
策
局
長

道消防協
宮成会長
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川島さん
（室蘭市職労）

東さん
（札幌市労）

木村さん
（全道庁労連本部）

玉置さん
（足寄町職）

崎廣さん
（平取町職）

小尾代議員
（占冠村職）

白石代議員
（釧路市役所労組）

坂本さん
（留萌市労連）

岡村さん
（十勝地本）

湊さん
（網走市労連）

平野さん
（札幌市職連）

赤坂さん
（松前町職）

宮崎さん
（森町職労）

近藤さん
（室蘭病職）

山田さん
（鷹栖町職）

小沼さん
（網走市労連員）

諸橋さん
（苫小牧市職労）

道道道道道道道道道道道道道道道道
本本本本本本本本本本本本本本本本
部部部部部部部部部部部部部部部部
のののののののののののののののの
熱熱熱熱熱熱熱熱熱熱熱熱熱熱熱熱
いいいいいいいいいいいいいいいい
思思思思思思思思思思思思思思思思
いいいいいいいいいいいいいいいい
とととととととととととととととと
運運運運運運運運運運運運運運運運
動動動動動動動動動動動動動動動動
求求求求求求求求求求求求求求求求
めめめめめめめめめめめめめめめめ
るるるるるるるるるるるるるるるる

方
針
へ
の
発
言

臨
時
・
非
常
勤
等
の
組
織

化
の
重
要
性
感
じ
た
。
自
治

体
の
財
政
健
全
化
が
低
賃
金

労
働
者
の
犠
牲
の
上
に
成
り

立
っ
て
い
る
。
賃
金
施
策
が

必
要
、
ど
こ
ま
で
進
ん
で
い

る
の
か
。
ラ
ス
パ
イ
レ
ス
指

数
が
年
々
引
き
下
が
っ
て
い

る
。
中
央
段
階
で
の
早
急
な

対
策
を
強
く
要
請
す
る
。

現
在
、
小
中
学
校
で
働
く

非
常
勤
職
員
は
増
加
の
一

途
。
学
校
職
場
を
取
り
巻
く

環
境
は
厳
し
く
、
正
職
員
と

同
じ
業
務
を
担
っ
て
い
る
。

し
か
し
退
職
金
を
含
め
た
諸

手
当
は
支
給
さ
れ
な
い
。
そ

ん
な
中
、
相
原
久
美
子
さ
ん

が
私
た
ち
の
代
表
と
し
て
国

会
で
活
躍
し
て
い
る
。
待
遇

改
善
を
今
後
も
強
く
求
め
て

い
く
。

給
与
独
自
削
減
、
試
験
研

究
機
関
の
独
法
化
へ
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
感
謝
。
道
人

勧
、
地
公
三
者
の
取
り
組
み

を
し
っ
か
り
た
た
か
う
。

地
方
財
政
確
立
は
、
中
央

に
お
け
る
対
政
府
・
対
政
党

の
取
り
組
み
が
必
要
。
政
権

交
代
に
む
け
、
決
意
を
新
た

に
し
て
い
る
。

地
域
医
療
に
全
力
で
取
組

む
決
議
を
し
、
街
頭
署
名
な

ど
で
、
人
口
の
１
／
４
集
ま

っ
た
。
地
域
労
働
者
の
生
活

を
守
る
た
め
住
民
と
共
通
認

識
に
立
っ
た
取
り
組
み
を
展

開
し
た
。
自
分
は
通
勤
災
害

に
つ
い
て
組
合
に
助
け
ら
れ

た
、
身
近
な
組
合
員
に
関
心

を
持
ち
、
組
織
で
問
題
解
決

し
て
、
組
合
の
必
要
性
と
意

義
を
再
確
認
し
て
い
こ
う
。

道
本
部
の
思
い
が
単
組
執

行
部
や
組
合
員
に
充
分
伝
わ

ず
、
組
織
と
し
て
の
一
体
感

が
希
薄
、
何
が
不
足
か
真
剣

に
考
え
、
行
動
し
て
ほ
し

い
。
地
域
医
療
署
名
、
道
本

部
が
組
合
員
と
真
剣
に
向
き

合
う
運
動
が
必
要
。
全
道
自

治
研
集
会
は
基
調
提
起
な
ど

丁
寧
な
取
り
組
み
必
要
。
Ｇ

８
サ
ミ
ッ
ト
の
労
組
と
し
て

の
取
り
組
み
少
な
い
。
原
油

高
騰
は
、
自
治
労
と
し
て
連

合
に
ど
う
意
見
反
映
し
て
き

た
の
か
。
道
本
部
の
Ｈ
Ｐ
で

情
報
を
確
認
で
き
て
い
る
。

人
件
費
２
割
カ
ッ
ト
、
そ

の
後
の
一
時
金
６０
％
カ
ッ
ト

が
続
い
た
が
、
今
年
、
村
の

基
金
２
億
円
が
判
明
し
た
。

今
年
の
１２
月
議
会
で
の
復
元

に
む
け
た
交
渉
を
重
ね
て
い

く
。
職
員
が
削
減
さ
れ
る

中
、
女
性
部
長
を
出
す
こ
と

に
賛
否
両
論
の
意
見
、
単
組

に
と
っ
て
は
良
か
っ
た
。

青
年
部
の
担
い
手
不
足
が

大
き
な
課
題
。
組
合
や
青
年

部
運
動
の
見
直
し
を
行
っ

た
。「
集
ま
る
場
」
で
声
を
拾

い
上
げ
、
次
の
運
動
に
つ
な

げ
て
い
き
た
い
。
基
本
組
織

で
、
継
続
的
な
新
採
に
向
け

て
の
取
り
組
み
と
、
青
年
部

と
の
意
見
交
換
の
場
を
増
や

し
、
活
動
に
専
念
で
き
る
体

制
づ
く
り
に
配
慮
を
願
う
。

留
萌
は
地
域
振
興
局
に
な

る
。
市
民
の
会
や
連
絡
会
の

設
置
な
ど
地
域
の
経
済
界
な

ど
が
中
心
と
な
り
、
他
の
地

域
と
も
連
携
し
抗
議
行
動
を

行
っ
た
。
条
例
は
可
決
さ
れ

た
が
、
道
議
会
の
選
挙
区
問

題
で
選
挙
法
改
正
反
対
を
訴

え
て
い
く
。
引
き
続
き
反
対

の
取
り
組
み
を
す
す
め
る
。

地
域
医
療
は
、
公
立
病
院

８
町
を
重
点
に
近
隣
単
組
に

も
呼
び
か
け
た
。家
庭
を
回

り
、住
民
の
切
実
な
思
い
が

解
っ
た
。
労
安
は
労
組
の
基

本
だ
が
労
使
と
も
に
認
識
が

低
い
。７
月
に
学
習
会
開
催
、

分
科
会
で
も
議
論
し
た
。

賃
金
セ
ン
サ
ス
の
丁
寧
な

提
起
に
感
謝
。
統
一
闘
争
の

中
で
地
本
評
議
会
に
よ
る
オ

ル
グ
を
提
起
し
て
い
る
。
地

域
給
与
問
題
と
同
程
度
の
取

り
組
み
を
要
請
す
る
。
労
働

者
集
会
で
民
間
労
組
に
参
加

を
呼
び
か
け
た
。
質
の
高
い

公
共
サ
ー
ビ
ス
の
確
立
に
向

け
て
連
携
を
強
め
取
組
む
。

札
幌
市
人
事
委
員
会
勧
告

は
、
一
時
金
据
え
置
き
連
続

２
年
。
寒
対
協
の
実
態
な
い

が
取
組
み
検
討
願
う
。

再
任
用
制
度
は
、
制
度
設

計
の
検
討
を
お
願
い
し
た

い
。
指
定
管
理
者
制
度
で
、

現
場
は
苦
労
し
て
い
る
。
理

事
者
は
よ
く
理
解
し
て
い
な

い
。
道
本
部
か
ら
の
強
力
な

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
が
必
要
。

プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
を
裁
断
し

た
刃
を
海
水
で
洗
っ
て
い
る

と
い
う
事
実
が
あ
る
。
函
館

方
面
の
地
域
と
産
業
は
破
壊

さ
れ
る
。
原
子
力
政
策
に
対

す
る
運
動
す
る
な
ら
、数
字
・

科
学
的
根
拠
を
示
す
べ
き
。

町
長
選
は
新
た
な
候
補
擁

立
で
様
々
な
議
論
し
労
組
と

し
て
よ
い
機
会
と
な
っ
た
。

地
域
医
療
の
取
り
組
み
は
住

民
対
象
の
集
会
で
、
労
組
の

役
割
を
見
い
だ
し
た
。
女
性

執
行
委
員
を
３
～
７
人
増
や

し
て
き
た
。
女
性
役
員
の
選

出
は
、
道
本
部
の
方
針
だ
け

で
は
進
ま
な
い
。
も
っ
と
単

組
で
議
論
を
行
う
べ
き
。

民
主
党
の
、
財
源
確
保
で

人
件
費
２０
％
削
減
は
、
人
勧

に
準
拠
し
て
き
た
単
組
は
制

度
が
壊
れ
る
と
影
響
が
大
き

い
。
定
年
延
長
に
つ
い
て
、

情
報
提
供
を
願
う
。
長
期
共

済
は
、
今
後
大
丈
夫
か
。
中

山
国
交
相
の
、
労
組
批
判
に

対
し
て
抗
議
し
た
の
か
、
行

う
よ
う
要
請
す
る
。

協
約
締
結
権
が
付
与
さ
れ

る
と
ど
う
変
わ
る
の
か
。
公

務
員
制
度
改
革
・
協
約
締
結

権
を
意
識
し
た
組
織
強
化
方

針
が
必
要
。
執
行
委
員
会
・

大
会
が
開
催
で
き
な
い
単
組

に
道
本
部
は
ど
う
強
化
し
て

い
く
の
か
、
道
本
部
の
熱
い

思
い
と
運
動
を
求
め
る
。

「
勧
告
内
容
で
重
点
単
組

を
定
め
」は
、産
別
統
一
闘
争

の
否
定
に
な
ら
な
い
か
。
７

市
労
連
の
具
体
的
方
針
と
人

事
評
価
の
取
り
組
み
示
し
て

ほ
し
い
。
時
間
外
手
当
の
割

り
増
し
６０
時
間
以
上
と
な
っ

た
の
は
何
故
か
。
自
治
体
財

政
確
立
の
議
論
時
間
確
保
が

必
要
。
予
算
編
制
期
に
出
す

の
は
い
か
が
な
も
の
か
。
要

求
書
に
裁
判
員
制
度
特
別
休

暇
で
取
得
を
加
え
る
べ
き
。

道
当
局
か
ら
特
例
債
を
借

り
る
た
め
に
様
々
な
不
当
要

求
を
さ
れ
て
い
る
。
背
景
は

総
人
件
費
抑
制
攻
撃
。
労
使

交
渉
を
揺
る
が
す
問
題
。
組

合
と
話
を
持
た
な
い
不
当
交

渉
を
進
め
る
可
能
性
が
あ

る
、
当
局
と
話
し
合
え
る
体

制
を
作
る
こ
と
が
必
要
だ
。

杉
谷
副
委
員
長

■
男
女
産
別
統
一
要
求
、
具

体
的
な
目
標
提
示
し
て
い

く
。
生
活
実
態
か
ら
の
議
論

必
要
。
次
世
代
を
担
う
青
年

部
作
り
お
願
い
す
る
。
衛
医

評
は
２
０
１
０
年
に
社
福
評

と
合
わ
せ
１
人
に
な
る
。
運

動
の
低
下
招
か
な
い
よ
う
に

す
る
。
人
材
確
保
の
取
り
組

み
を
進
め
る
。
そ
の
た
め
に

も
政
権
交
代
が
必
要
。
公
正

労
働
基
準
の
取
り
組
み
、
情

報
発
信
し
て
全
体
の
取
り
組

み
を
は
か
る
。
公
共
サ
ー
ビ

ス
基
本
法
制
定
、
組
織
内
国

会
議
員
と
の
連
携
す
す
め

る
。
現
業
公
企
大
型
は
が
き

行
動
の
取
り
組
み
を
お
願
い

す
る
。
賃
金
労
働
条
件
の
向

上
、
臨
時
非
常
勤
の
仲
間
と

連
携
し
取
り
組
み
組
織
化
に

つ
な
げ
て
ほ
し
い
。

■
本
部
で
標
準
賃
金
の
研
究

会
を
発
足
、
１１
月
中
旬
報
告

さ
れ
る
の
で
示
し
て
い
く
。

ラ
ス
パ
イ
レ
ス
の
矛
盾
点
は

本
部
に
意
見
反
映
す
る
。

国
の
非
常
勤
の
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
は
、
手
当
の
枠
組
み
は

支
出
禁
止
で
あ
る
。
相
原
参

議
を
中
心
に
公
務
部
門
の
パ

ー
ト
労
働
法
制
定
に
向
け
取

り
組
む
。

地
財
確
立
に
向
け
て
交
付

税
の
復
元
を
求
め
て
い
く
。

公
立
病
院
問
題
は
全
道
庁
労

連
と
連
携
し
て
い
く
。

住
民
を
巻
き
込
む
先
進
的

な
地
域
医
療
の
取
り
組
は
今

後
の
運
動
に
つ
な
げ
た
い
。

重
点
地
区
の
オ
ル
グ
や
札
幌

対
策
で
、
関
係
の
各
種
団
体

に
も
お
願
い
し
て
き
た
。

全
道
自
治
研
は
全
国
自
治

研
に

大
限
の
結
集
を
図
る

組
み
立
て
に
し
た
。

Ｇ
８
サ
ミ
ッ
ト
関
連
で
、

平
和
運
動
フ
ォ
ー
ラ
ム
、
本

部
は
連
携
し
集
会
開
催
し

た
。
原
油
高
集
会
、
連
合
を

中
心
に
団
体
と
連
携
し
取
組

ん
で
き
た
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
さ
ら
に
充
実
し
、
丁
寧
な

運
動
追
及
す
る
。

占
冠
村
職
の
秋
闘
で
の
復

元
に
む
け
た
取
り
組
み
に
支

援
体
制
で
臨
む
。

人
員
確
保
の
取
り
組
み
、

組
織
全
体
の
課
題
。

公
選
法
改
正
の
反
対
闘
争

に
向
け
民
主
党
と
も
連
体
し

て
取
り
組
み
を
進
め
る
。

賃
金
セ
ン
サ
ス
の
比
較
等

は
、
現
業
だ
け
で
な
く
基
本

組
織
と
一
体
と
な
っ
た
取
り

組
み
を
し
て
い
く
。
寒
冷
地

手
当
は
、
定
額
の
部
分
の
反

映
を
訴
え
て
い
く
。

高
齢
者
再
任
用
は
、
労
働

条
件
の
引
き
上
げ
を
求
め
多

く
の
自
治
体
で
運
用
さ
せ
る

の
が
先
決
問
題
と
考
え
る
。

指
定
管
理
者
、
住
民
に
情

報
提
供
、
議
会
対
策
含
め
非

公
募
に
切
り
替
え
る
の
も
必

要
。女

性
役
員
づ
く
り
は
、
女

性
が
参
加
す
る
運
動
を
今
後

も
追
求
す
る
。

国
の
予
算
つ
い
て
は
大
ま

か
な
も
の
し
か
な
い
。
民
主

党
の
２０
％
人
件
費
削
減
は
慎

重
な
取
り
扱
い
を
さ
せ
る
。

中
山
大
臣
の
問
題
発
言
に
つ

い
て
近
く
要
請
す
る
。

勤
務
時
間
に
関
わ
る
取
り

組
み
は
、
統
一
闘
争
の
動
き

と
同
じ
も
の
と
考
え
る
。

閣
議
決
定
が
不
透
明
な
た

め
、
確
定
期
で
は
約
束
を
取

り
付
け
る
事
が
必
要
で
あ

る
。
裁
判
員
制
度
の
特
別
休

暇
要
求
書
に
取
り
入
れ
る
。

山
田
副
委
員
長

本
来
獲
得
す
べ
き
労
働
協

約
権
と
な
る
よ
う
取
り
組

む
。長

期
共
済
は
、
全
労
済
で

安
全
だ
と
説
明
し
て
い
る
。

大
間
原
発
も
含
め
東
北
・

北
海
道
や
地
域
団
体
と
連
携

し
て
国
に
政
策
要
求
す
る
。

自
治
体
財
政
が
厳
し
い
こ

と
で
、
行
政
が
医
療
・
福
祉

か
ら
手
を
引
く
と
い
う
こ
と

は
許
さ
れ
な
い
。
秋
闘
勝
利

に
む
け
て
邁
進
し
て
ほ
し

い
。

道
本
部
答
弁

答弁する杉谷副委員長

地
域
の
た
め
に
力
を
つ
く

す
決
意
。
連
結
決
算
で
自
治

体
財
政
が
厳
し
く
な
っ
て
い

る
。
国
の
制
度
設
計
を
根
本

か
ら
変
え
て
い
か
な
け
れ
ば

本
当
の
地
域
自
治
は
あ
り
え

な
い
。
今
後
と
も
全
力
で
活

動
し
て
い
く
。

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
な

ど
日
本
の
社
会
保
障
制
度
や

状
況
は
、
不
安
と
不
信
だ
ら

け
。
自
ら
の
権
利
を
守
り
行

動
す
る
。「
現
退
一
致
」
で
一

緒
に
考
え
、
進
ん
で
い
き
た

い
。
政
権
交
代
に
む
け
て
衆

院
選
た
た
か
っ
て
い
く
。

統
合
協
議
に
応
ず
る
と
の

話
を
頂
け
た
。
統
合
に
よ
り

競
争
に
勝
ち
抜
け
る
。
ま

た
、
利
用
す
る
方
へ
の
安

心
、安
全
を
提
供
で
き
る
。世

界
同
時
恐
慌
が
起
き
る
と
言

わ
れ
て
い
る
が
、
全
労
済
経

営
は
微
動
だ
に
し
な
い
。
経

営
と
運
動
の
視
点
か
ら
統
合

議
論
を
進
め
て
い
き
た
い
。

社
会
党
か
ら
民
主
党
へ
の

転
換
、
横
路
道
政
な
ど
激
動

の
時
代
、
先
輩
の
議
論
・
運

動
ス
タ
イ
ル
を
見
て
勉
強
し

て
き
た
。
情
勢
を
み
て
、
分

析
し
て
絶
え
ず
前
に
行
く
役

目
を
、
道
本
部
は
全
国
に
果

た
し
て
き
た
。
自
治
労
北
海

道
応
援
団
の
組
織
拡
大
を

し
、
来
る
選
挙
で
政
権
交
代

め
ざ
し
、
み
な
さ
ん
と
と
も

に
頑
張
る
。

政治フォーラム
三津会長

退職者会
樋口会長

全労済
古川副理事長

顧問団
富山顧問
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第41回コ
ン
ク
ー
ル
審
査
発
表

■
最
優
秀
賞（
１
点
）

写

真

瞬間的な撮影すばらしい
第４１回を迎える道本部写真コンクールの審査を９月２１日に行った。

審査委員は、毎年おなじみの写真家・丸山義正さん。今年８５歳とは思
えないほどかくしゃくとして写真を見る。
今年は２４作品の応募がありましたが、丸山さんは「今年の作品は、

どれもすばらしい。びっくりした。」と述べ「構図がいい、動きがある
中で瞬間的な撮影がすばらしい」と講評した。

ま ん が

写
真
・
ま
ん
が

■
優
秀
賞（
３
点
） 「水たまり」

全道庁労連留萌総支部

石岡 康彦さ
ん

■周りが黒く、人物が白く、引き立って
いる。シャッターチャンスも非常に良
い。撮りたくても撮れない一枚。「青空の向こうは？」「両手で勝負」「親子でソーセージ作り」

全道庁労連上川総支部 山根 辰弘さ
ん札幌医大労組 村本英美子さ

ん全道庁労連十勝総支部 林 幸雄さ
ん

■
佳
作（
５
点
）

「朝靄の中」「夢の中」「我家の露天風呂」「４号ため池の夏」「ハワイの空の下」
江別市職労 石川 陽子さ

ん恵庭市職労 五東 建夫さ
ん恵庭市職労 斎藤 道夫さ

ん美唄市職労 渡辺オレナさ
ん江別市職労 鈴木 渓さ

ん

2008■
最
優
秀
賞（
１
点
）

■
優
秀
賞（
２
点
）

■
佳
作（
３
点
）

■大笑■もう少笑

「メタボ」「大人の休日」

機
関
紙

全道庁労連胆振総支部 吉田 裕二さ
ん札幌市職連 中 克尋さ

ん

「江別市職労」 「団結ニュース」
「青年部情報」「いしかりちほん」江別市職労 帯広市労連

名寄市職労石狩地方本部

女女性性参参加加者者交交流流会会

「なかま」
美深町職

いいい
ままま
こここ
そそそ
政政政
権権権
交交交
代代代

道
本
部
大
会
で
は
、
組
合
員
の
総
力
を
結
集
し
解
散
・

総
選
挙
で
組
織
内
候
補
者
、
７
区
仲
野
博
子
、
８
区
逢
坂

誠
二
を
は
じ
め
と
す
る
全
て
の
小
選
挙
区
で
、
民
主
党
公

認
候
補
の
必
勝
と
比
例
代
表
で
の
議
席
増
を
決
議
し
た
。

［札幌市厚別区、江別市、千
歳市、恵庭市、北広島市、石
狩市、石狩支庁管内］

［札幌市手稲区、小樽市、
後志支庁管内］

［札幌市白石区・豊平区・清田区］［札幌市北区・東区］［札幌市中央区・南区・西区］■うまいで笑
１日目、昼休みに開いた女

性参加者交流会には２０人が参

加した。お弁当を食べながら

自己紹介で交流を深めた。

「ポイ捨て禁止」
名寄市職労 新田 博之さ

ん 「日高地本ニュース」
日高地方本部

退
任
役
員

お
疲
れ
さ
ま
で
し
た

越
智
執
行
委
員
と
関
執
行

委
員
は
、
３
月
ま
で
臨
時
執

行
委
員
に
な
り
ま
し
た
。

［釧路市、根室市、釧路支庁管内、
根室支庁管内］

［函館市、北斗市、渡島支庁管内、
檜山支庁管内］［北見市、網走市、紋別市、

稚内市、網走支庁管内、宗
谷支庁管内］

［帯広市、十勝支庁管内］［留萌市、夕張市、岩見沢市、美唄市、芦別
市、赤平市、三笠市、滝川市、砂川市、歌志内
市、深川市、留萌支庁管内、空知支庁管内］

［室蘭市、苫小牧市、登別
市、伊達市、胆振支庁管
内、日高支庁管内］

［旭川市、士別市、名寄市、
富良野市、上川支庁管内］

●自治労道本部組織内●自治労道本部組織内

よこみち孝弘
（９期・６７歳）

１
区

ささき隆博
（１期・５９歳）

６
区

はとやま由紀夫
（７期・６１歳）

９
区

三井わきお
（３期・６５歳）

２
区

荒井さとし
（前４期・６２歳）

３
区

小平 忠正
（６期・６６歳）

１０
区

はちろ吉雄
（６期・６２歳）

４
区

石川ともひろ
（１期・３５歳）

１１
区

小林ちよみ
（前１期・３９歳）

５
区

松木けんこう
（２期・４９歳）

１２
区

仲野ひろ子
（２期・４９歳）

７
区

おおさか誠二
（１期・４９歳）

８
区

山
田
副
委
員
長

井
上
執
行
委
員

越
智
執
行
委
員

淀
谷
執
行
委
員

千
葉
執
行
委
員

平
川
執
行
委
員

関
執
行
委
員

中
島
特
別
執
行
委
員
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集
中
改
革
プ
ラ
ン
の
策
定
以
降
、
各
自

治
体
に
お
け
る
合
理
化
攻
撃
は
厳
し
さ
を

増
し
、
新
規
不
採
用
に
伴
う
欠
員
の
慢
性

化
と
臨
時
・
非
常
勤
な
ど
の
増
加
、
民
間

委
託
化
が
一
層
強
め
ら
れ
て
い
る
。
ま
た

「
任
用
替
え
」
に
よ
る
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス

の
健
康
被
害
の
報
告
が
多
く
な
っ
て
い

る
。
労
働
条
件
の
整
備
や
労
働
安
全
衛
生

活
動
の
強
化
が
急
務
だ
。

総
務
省
は
、
技
能
労
務
職
の
給
与
見
直

し
に
向
け
て
各
自
治
体
に
「
取
組
方
針
」

の
策
定
を
求
め
、
都
道
府
県
を
通
じ
て
圧

力
を
強
め
て
い
る
。
ま
た
、
２
０
０
８
年

４
月
に
設
置
し
た
「
技
能
労
務
職
員
の
給

与
に
係
る
基
本
的
考
え
方
に
関
す
る
研
究

会
」
で
削
減
に
向
け
て
賃
金
の
切
り
下
げ

の
方
策
を
議
論
し
て
い
る
。
賃
金
労
働
条

件
は
労
使
合
意
事
項
で
あ
り
一
方
的
な

「
取
組
方
針
」
の
策
定
や
賃
金
セ
ン
サ
ス

と
の
比
較
公
表
を
さ
せ
な
い
取
り
組
み
を

基
本
組
織
と
連
携
し
進
め
て
い
く
。

職
場
活
性
化
の
議
論
か
ら
職
の
確
立
に

向
け
て
実
践
を
行
い
、
臨
時
・
非
常
勤
等

職
員
や
公
共
サ
ー
ビ
ス
を
担
う
仲
間
の
労

働
条
件
の
底
上
げ
と
組
織
化
へ
向
け
た
取

り
組
み
を
推
進
す
る
。

〔
役
員
体
制
〕

議

長

湊

修
（
網
走
市
労
連
）

事
務
局
長

千
葉

充
規
（
帯
広
市
労
連
）

男
女
平
等
社
会
実
現
に
向
け
、
女
性
の

力
が
十
分
発
揮
で
き
る
体
制
整
備
や
エ
ン

パ
ワ
ー
メ
ン
ト
を
あ
ら
ゆ
る
運
動
の
目
標

と
し
て
取
り
組
み
を
進
め
る
こ
と
、
ま

た
、
女
性
の
労
働
権
を
確
立
し
、
誰
も
が

安
心
し
て
健
康
に
働
き
続
け
ら
れ
る
職
場

を
め
ざ
し
て
、
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ

ン
ス
を
推
進
す
る
取
り
組
み
を
進
め
る
こ

と
な
ど
を
確
認
し
た
。

身
近
な
仲
間
の
状
況
を
知
り
、
基
本
組

織
や
各
評
議
会
と
連
携
し
て
課
題
解
決
に

向
け
た
取
り
組
み
を
。
未
来
が
想
像
で
き

な
い
課
題
の
多
い
世
の
中
。
次
世
代
の
為

に
も
、
政
権
交
代
に
向
け
て
一
丸
と
な
っ

て
た
た
か
っ
て
い
く
こ
と
を
全
体
で
確
認

し
た
。

〔
役
員
体
制
〕

部

長

上
島

早
苗

（
占
冠
村
職
）

副

部

長

薩
田
早
百
合

（
池
田
町
職
労
）

吉
田

美
保

（
喜
茂
別
町
職
労
）

書

記

長

蘇
田

友
紀

（
全
道
庁
労
連
）

書
記
次
長

鴻
上

智
子

（
遠
軽
町
労
連
）

現現
業業
公公
企企
評評
議議
会会

女女

性性

部部

賃
金
労
働
条
件
は
労
使
合
意
事
項

ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
の
取
り
組
み
進
め
る

深
刻
な
格
差
社
会
の
現
実
の
も
と
で
、

社
会
福
祉
サ
ー
ビ
ス
は
「
普
遍
性
」
を
指

向
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
あ
ら
た
め
て
セ

ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
と
し
て
の
機
能
の
再
編

が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
急
激
な
福
祉
制
度

改
革
や
民
営
化
・
市
場
化
動
向
、
深
刻
な

福
祉
労
働
市
場
の
逼
迫
の
中
で
、
道
本
部

社
会
福
祉
評
議
会
は
「
権
利
と
し
て
の
社

会
福
祉
」
の
解
体
を
阻
止
す
る
た
め
、
現

場
か
ら
福
祉
制
度
の
検
証
を
行
う
。

自
治
労
か
ら
政
策
を
発
信
す
る
と
と
も

に
、
社
会
福
祉
労
働
者
の
社
会
的
地
位
の

向
上
を
通
じ
た
福
祉
人
材
の
確
保
を
図
る

取
り
組
み
を
一
層
強
化
し
て
い
く
。

〔
役
員
体
制
〕

議

長

野
村

裕
治
（
札
幌
市
職
連
）

副

議

長

稲
田

浩
平
（
全
道
庁
労
連
胆
振
）

塚
越

寛
（
浜
頓
別
町
職
）

高
橋
真
理
子
（
室
蘭
市
職
労
）

事
務
局
長

野
城

執
（
全
道
庁
労
連
札
幌
）

事
務
局
次
長

中
村

健
治
（
道
社
協
職
組
）

事
務
局
次
長

大
谷

英
男
（
札
幌
市
職
連
）

安
心
し
て
生
活
し
て
働
き
続
け
る
た
め

に
青
年
部
に
結
集
し
「
学
習
・
交
流
・
実

践
」
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
闘
争
を
仲
間
の
声

を
も
と
に
た
た
か
う
こ
と
を
確
認
し
た
。

「
ガ
ン
バ
ロ
ウ
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
終
わ

ら
せ
ず
に
実
践
し
て
い
く
。

当
面
す
る
闘
争
方
針
で
は
、「
道
人
事
委

員
会
へ
の
要
請
文
行
動
」、「
青
年
部
統
一

要
求
書
行
動
」、「
政
治
闘
争
」
な
ど
の
４

つ
を
確
認
。
こ
の
間
、
取
り
組
ん
で
い
る

「
青
年
部
統
一
要
求
書
行
動
」
を
き
っ
か

け
に
、
各
単
組
・
総
支
部
で
到
達
状
況
は

さ
ま
ざ
ま
だ
が
、
職
場
・
生
活
実
態
に
こ

だ
わ
っ
た
運
動
を
展
開
し
て
い
る
単
組
も

増
え
て
き
て
い
る
。

ま
た
、
原
油
の
高
騰
に
よ
る
実
損
額
計

算
や
不
払
い
残
業
の
計
算
な
ど
を
行
い
、

確
定
期
に
向
け
賃
金
闘
争
を
強
化
し
て
い

く
こ
と
を
確
認
し
た
。

〔
役
員
体
制
〕

青
年
部
長

渡
邊

修
吾（

釧
路
市
役
所
労
働
組
合
）

副

部

長

斉
藤

和
也
（
浦
幌
町
職
）

書

記

長

國
島

秀
和
（
全
道
庁
労
連
）

社社
会会
福福
祉祉
評評
議議
会会

福
祉
人
材
の
確
保
と
地
位
の
向
上
め
ざ
す

青青

年年

部部

安
心
し
て
生
活
し
て
働
く
た
め
に
学
習
・
交
流
・
実
践

北
海
道
は
他
府
県
よ
り
一
歩
進
ん
だ
公

立
病
院
の
「
自
治
体
病
院
広
域
・
連
携
構

想
」
が
示
さ
れ
て
い
る
。
組
織
強
化
の
課

題
と
政
策
に
関
わ
る
危
機
意
識
を
も
ち
、

中
央
本
部
を
通
し
国
に
意
見
反
映
す
る
こ

と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
地
域
医
療
の
確

保
に
向
け
て
「
現
場
で
の
問
題
意
識
」「
厚

生
労
働
省
・
対
道
交
渉
能
力
」
が
今
後
重

要
な
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
。
道
本
部
・
地
本

と
と
も
に
今
後
と
も
衛
生
医
療
評
議
会
体

制
固
め
を
引
き
続
き
行
い
、
職
場
実
態
報

告
や
学
習
会
を
中
心
と
し
て
組
織
強
化
に

臨
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。「
公
立
病
院
改

革
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
に
よ
る
プ
ラ
ン
が
２

０
０
８
年
度
中
に
病
院
ご
と
に
策
定
さ
れ

る
こ
と
か
ら
、
個
別
病
院
自
体
の
組
織
強

化
が
求
め
ら
れ
、
基
本
単
組
と
連
携
を
強

化
し
対
応
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。衛

生
医
療
評
議
会
と「
公
立
病
院
改
革
対
策

本
部
」
主
催
の
会
議
を
適
時
開
催
し
、
情

報
の
提
供
・
対
策
を
進
め
て
い
く
。

〔
役
員
体
制
〕

議

長

武
田

春
人
（
市
立
札
幌
病
職
労
）

副

議

長

阿
部

茂
美
（
市
立
旭
川
病
職
）

竹
末

真
美
（
中
標
津
町
労
連
）

長
谷
部

修
（
全
道
庁
労
連
渡
島
）

選

考

中

事
務
局
長

小
林

一
司
（
市
立
苫
小
牧
病
職
）

事
務
局
次
長

石
川

彰
（
市
立
函
館
病
労
）

道
内
の
公
共
サ
ー
ビ
ス
民
間
労
組
で

は
、
春
闘
期
を
過
ぎ
て
も
多
く
の
単
組
が

妥
結
に
至
ら
ず
厳
し
い
た
た
か
い
を
続
け

て
い
る
。
委
託
業
務
を
随
意
契
約
か
ら
競

争
入
札
へ
と
切
り
替
え
る
動
き
や
指
定
管

理
者
制
度
の
二
巡
目
対
策
な
ど
、
雇
用
の

不
安
定
化
の
現
実
に
多
く
の
仲
間
が
直
面

し
て
い
る
。

公
共
サ
ー
ビ
ス
民
間
労
組
協
議
会
に

は
、
こ
の
一
年
間
で
直
加
盟
５
単
組
１
０

７
人
の
仲
間
が
新
た
に
加
わ
っ
た
。
自
治

労
の
ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト
を
生
か
す
た
め

に
も
、
地
域
の
自
治
体
単
組
と
連
携
し
た

運
動
が
今
ま
で
以
上
に
必
要
に
な
っ
て
き

て
い
る
。
す
べ
て
の
仲
間
の
雇
用
確
保
と

賃
金
・
労
働
条
件
改
善
を
は
か
る
た
め
、公

正
労
働
の
ル
ー
ル
づ
く
り
に
取
り
組
む
。

地
域
で
公
共
サ
ー
ビ
ス
を
担
っ
て
い
る
労

働
者
の
組
織
化
と
責
任
あ
る
地
域
公
共
サ

ー
ビ
ス
の
実
現
・
構
築
に
力
を
貸
し
て
い

た
だ
き
た
い
。

〔
役
員
体
制
〕

議

長

中
村

博
行
（
亀
田
清
掃
労
組
）

副

議

長

中
村

健
治

（
北
海
道
社
会
福
祉
協
議
会
職
組
）

菊
地

悟（
苫
小
牧
振
興
公
社
労
組
）

千
葉

隆
（
八
雲
厚
生
園
労
組
）

加
納

達
雄

（
苫
小
牧
社
会
福
祉
協
議
会
労
組
）

事
務
局
長

大
出

彰
良
（
道
本
部
）

事
務
局
次
長

松
岡

敏
裕
（
道
本
部
）

公公
共共
ササ
ーー
ビビ
スス
民民
間間
労労
組組
協協
議議
会会

衛衛
生生
医医
療療
評評
議議
会会

「
現
場
の
問
題
意
識
」「
交
渉
能
力
」が
ポ
イ
ン
ト

自
治
体
単
組
と
連
携
し
て
公
正
労
働
実
現

消
防
行
政
は
、
国
民
生
活
の
基
盤
で
あ

る
安
心
安
全
の
確
立
に
大
き
な
役
割
を
果

た
し
、
相
次
ぐ
大
規
模
災
害
な
ど
業
務
の

需
要
と
責
務
は
高
ま
っ
て
い
る
。

２
０
０
６
年
６
月
自
主
的
な
市
町
村
の

消
防
の
広
域
化
を
推
進
す
る
た
め
の
指
針

が
出
さ
れ
、
昨
年
度
道
消
防
協
と
し
て
、

自
治
労
道
本
部
、
民
主
党
北
海
道
消
防
議

連
と
連
携
し
、
北
海
道
の
推
進
計
画
策
定

に
あ
た
り
取
り
組
み
を
進
め
た
。
結
果
、

一
定
の
条
件
を
つ
け
さ
せ
る
こ
と
が
で
き

た
。
今
後
は
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
や
職

員
の
賃
金
労
働
条
件
が
不
利
益
に
な
ら
な

い
よ
う
引
き
続
き
連
携
し
自
治
体
に
求
め

て
い
く
。

団
結
権
獲
得
に
向
け
、
未
組
織
職
場
の

自
主
的
組
織
作
り
の
支
援
な
ど
の
活
動
を

展
開
し
て
い
く
。

道
本
部
・
地
本
・
単
組
に
引
き
続
き
支

援
を
お
願
い
す
る
。

〔
役
員
体
制
〕

会

長

宮
成

隆
弘
（
北
見
消
防
協
）

副

会

長

近
江

孝
之
（
小
樽
行
政
研
究
会
）

菊
池

聡
（
音
威
子
府
消
防
協
）

事
務
局
長

鎌
田

常
孝
（
芦
別
消
防
協
）

臨
時
・
非
常
勤
等
職
員
連
絡
会
議
で

は
、
増
え
続
け
る
非
正
規
労
働
者
の
組
織

拡
大
、
安
定
し
た
雇
用
の
継
続
と
均
等
待

遇
を
掲
げ
て
取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
。

近
年
、
自
治
体
財
政
の
逼
迫
に
よ
る
人

件
費
の
抑
制
、
そ
し
て
自
治
体
行
政
サ
ー

ビ
ス
へ
の
指
定
管
理
者
制
度
導
入
、
民
間

委
託
、
委
譲
等
が
大
胆
に
行
わ
れ
、
こ
の

背
景
の
も
と
、
自
治
体
臨
時
・
非
常
勤
等

職
員
は
年
々
増
大
し
、自
治
体
行
政
、地
域

公
共
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
に
は
、
欠
く

こ
と
の
で
き
な
い
存
在
と
な
っ
て
い
る
。

一
方
で
、
臨
時
・
非
常
勤
等
職
員
の
法

的
あ
る
い
は
行
政
上
の
位
置
づ
け
が
不
明

確
で
、
不
安
定
な
雇
用
状
態
、
業
務
に
見

合
っ
た
処
遇
を
受
け
て
い
な
い
の
が
実
情

で
あ
る
。

職
場
点
検
で
、
臨
時
・
非
常
勤
等
職
員

の
声
を
聞
き
、「
質
の
高
い
公
共
サ
ー
ビ

ス
」
と
い
う
目
標
に
向
か
っ
て
働
い
て
い

る
同
じ
労
働
者
と
し
て
臨
時
・
非
常
勤
等

職
員
の
組
織
化
へ
向
け
た
協
力
を
お
願
い

し
た
い
。

〔
役
員
体
制
〕

議

長

高
野
美
枝
子
（
全
道
庁
労
連
上
川
）

副

議

長

増
田

光
子
（
札
幌
病
職
労
）

東

芳
子
（
札
幌
市
労
）

事
務
局
長

松
本

敦
子
（
札
幌
市
職
連
）

消消
防防
職職
員員
協協
議議
会会

団
結
権
獲
得
に
向
け
活
動
展
開

臨臨
時時
・・
非非
常常
勤勤
等等
職職
員員
連連
絡絡
会会
議議

同
じ
労
働
者
と
し
て
組
織
化
へ
協
力
を
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公務労協
公
務
公
共
サ
ー
ビ
ス
労
働

組
合
協
議
会
（
公
務
労
協
）・

連
合
北
海
道
官
公
部
門
連
絡

会
は
９
月
２６
日
、
札
幌
コ
ン

ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
で

「
公
共
サ
ー
ビ
ス
基
本
法
制

定
を
求
め
る
２
０
０
８
東
日

本
集
会
」
を
開
催
し
た
。

集
会
冒
頭
、
主
催
者
の
福

田
公
務
労
協
副
議
長（
全
農

林
委
員
長
）は
、改
め
て
公
共

サ
ー
ビ
ス
基
本
法
の
意
味
を

踏
ま
え
、
多
く
の
公
共
サ
ー

ビ
ス
に
関
係
す
る
労
働
者
が

こ
の
理
念
の
も
と
で
、
サ
ー

ビ
ス
が
提
供
で
き
る
社
会
を

作
ろ
う
と
あ
い
さ
つ
し
た
。

ま
た
、
�
柳
連
合
北
海
道

会
長
は
、「
す
べ
て
の
人
に
働

く
機
会
と
公
正
な
労
働
条
件

の
保
障
、
信
頼
と
安
心
の
行

政
、
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
再
構

築
が
重
要
」
と
訴
え
た
。

あ
い
さ
つ
に
続
き
、
原
口

一
博
衆
議
院
議
員
は
人
間
の

尊
厳
を
保
障
す
る
社
会
を
め

ざ
す
た
め
に
、
労
働
を
中
心

と
し
た
福
祉
型
社
会
の
実
現

が
急
が
れ
て
い
る
こ
と
、
ま

た
、
多
く
の
人
々
が
助
け
あ

い
協
力
し
合
っ
て
公
共
サ
ー

ビ
ス
を
作
っ
て
い
く
必
要
が

あ
る
こ
と
を
提
起
し
た
。

早
稲
田
大
学
の
坪
郷
実
教

授
は
、
公
共
サ
ー
ビ
ス
が
多

様
な
担
い
手
に
よ
り
提
供
さ

れ
て
い
る
現
在
、
政
府
・
市

場
・
市
民
活
動
（
社
会
）
が

連
携
し
た
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
よ

る
こ
と
と
な
る
が
、
自
治
体

や
政
府
が
責
任
を
持
っ
て
、

サ
ー
ビ
ス
供
給
や
サ
ポ
ー
ト

が
必
要
だ
と
し
た
。

最
後
に
逢
坂
誠
二
衆
議
院

議
員
が
、
北
海
道
の
自
治
の

現
況
に
つ
い
て
、
小
泉
内
閣

の
登
場
以
降
、
政
治
の
責
任

放
棄
に
つ
な
が
り
、
７
年
間

も
続
い
た
結
果
で
あ
る
と
断

言
す
る
と
と
も
に
、
今
の
北

海
道
庁
が
、
財
政
事
情
を
口

実
に
地
域
の
自
治
体
を
押
し

込
め
て
い
る
と
批
判
し
た
。

最
後
に
、
公
共
サ
ー
ビ
ス

基
本
法
成
立
に
向
け
て
、
広

範
な
議
論
を
深
め
な
が
ら
地

域
の
公
共
サ
ー
ビ
ス
を
再
構

築
す
る
取
り
組
み
を
推
し
進

め
よ
う
と
し
、「
団
結
が
ん
ば

ろ
う
」
で
こ
の
日
の
集
会
を

閉
じ
た
。

こ
の
集
会
の
前
段
、
自
治

労
道
本
部
は
、
公
務
労
協
の

吉
沢
事
務
局
長
を
招
き
労
働

基
本
権
に
つ
い
て
の
学
習
会

を
行
い
４３
人
が
参
加
し
た
。

吉
沢
局
長
は
、「
公
務
員
制
度

改
革
を
め
ぐ
る
情
勢
と
課
題

に
つ
い
て
」
講
演
。
国
家
公

務
員
制
度
改
革
基
本
法
に
至

る
経
過
の
舞
台
裏
と
修
正
の

意
味
な
ど
に
つ
い
て
話
し

た
。
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１０
月
４
日
、
衆
議
院
議
員

北
海
道
８
区
お
お
さ
か
誠
二

事
務
所
開
き
が
行
わ
れ
た
。

秋
晴
れ
の
中
、
お
お
さ
か

誠
二
の
必
勝
を
願
い
集
ま
っ

た
約
４
５
０
人
で
会
場
は
熱

気
に
包
ま
れ
た
。

渡
部
第
８
区
合
同
選
対
本

部
長
の
「
圧
倒
的
勝
利
に
む

け
、
選
対
本
部
・
お
お
さ
か

後
援
会
・
金
田
後
援
会
が
一

体
と
な
っ
て
大
き
な
力
を
発

揮
し
よ
う
」
と
力
強
い
あ
い

さ
つ
で
始
ま
っ
た
。

お
お
さ
か
衆
議
は
「
立
派

な
船
を
作
っ
て
い
た
だ
き
、

船
出
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き

て
感
謝
し
た
い
。
今
の
日
本

は
絶
望
の
ふ
ち
に
あ
る
と
感

じ
て
い
る
。
現
在
、
日
本
人

が
本
来
持
つ
自
信
・
誇
り
が

失
わ
れ
て
き
て
い
る
。
国
民

が
主
役
で
あ
る
は
ず
の
民
主

主
義
が
危
機
的
な
状
況
に
あ

る
。
動
物
に
食
料
、
植
物
に

酸
素
が
必
要
な
よ
う
に
民
主

主
義
に
と
っ
て
最
も
重
要
な

も
の
は
情
報
だ
。
今
、
必
要

な
こ
と
は
一
刻
も
早
く
選
挙

を
し
て
政
策
の
真
を
問
う
こ

と
。
今
回
の
選
挙
は
た
だ
私

が
勝
て
ば
良
い
わ
け
で
は
な

い
。
政
策
と
政
治
の
転
換
を

図
る
た
め
に
、
全
国
各
地
の

民
主
党
の
仲
間
が
勝
利
し
、

政
権
交
代
を
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
」と
決
意
表
明
し
た
。

公務労協に結集する、国交、地公の組合員が会場を埋
めた＝９月２６日、札幌コンベンションセンター

原口衆議院議員おおさか衆議の必勝を誓い合い４５０人が集った＝１０月４日、函館市

坪郷早大教授

道道
民民
無無
視視
のの「「
ププ
ルル
ササ
ーー
ママ
ルル
」」にに
抗抗
議議

脱
原
発
・
ク
リ
ー
ン
エ
ネ

ル
ギ
ー
市
民
の
会
は
、
１０
月

８
日
北
電
の
「
泊
原
発
３
号

機
で
の
プ
ル
サ
ー
マ
ル
計

画
」
に
同
意
し
な
い
こ
と
を

求
め
る
要
請
を
４
町
村
（
岩

内
町
、
共
和
町
、
泊
村
、
神

恵
内
村
）
に
行
っ
た
。

こ
れ
は
、
９
月
１７
日
に
、

道
知
事
に
要
請
し
た
こ
と
を

基
本
に
、
�
有
識
者
会
議
が

中
間
報
告
を
出
し
た
こ
と
に

に
つ
い
て
�
地
元
の
み
な
ら

ず
広
く
道
民
の
声
を
聞
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
�
国

策
を
理
由
に
し
て
は
い
け
な

い
こ
と
な
ど
を
要
請
し
た
。

さ
ら
に
、
地
元
に
対
し
て

の
「
泊
原
発

３
号
機
で
の

プ
ル
サ
ー
マ

ル

計

画

導

入
」
に
反
対

す
る
署
名
、

１
０
５
、
８

４
２
筆
を
、

そ
れ
ぞ
れ
４

町
村
に
手
渡

し
た
。

１０
月
１２
日
、
道
と
地
元
４

町
村
が
、
岩
内
地
方
文
化
セ

ン
タ
ー
で
「
プ
ル
サ
ー
マ
ル

計
画
に
関
す
る
公
開
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
～
み
ん
な
で
考
え
る

プ
ル
サ
ー
マ
ル
計
画
～
」
を

開
催
し
た
。

冒
頭
の
山
本
副
知
事
の
あ

い
さ
つ
は
「
プ
ル
サ
ー
マ
ル

計
画
に
つ
い
て
地
元
住
民
の

み
な
ら
ず
、
広
く
道
民
か
ら

ご
意
見
を
頂
く
」
と
し
な
が

ら
、
計
画
に
無
関
係
の
講
演

に
時
間
を
割
き
、
検
討
会
議

会
長
に
よ
る
中
間
報
告
説
明

も
、
結
論
に
至
っ
た
経
過
、

理
由
に
つ
い
て
は
説
明
し
な

か
っ
た
。
ま
た
、
多
く
の
発

言
を
希
望
す
る
参
加
者
が
い

た
に
も
係
わ
ら
ず
、
強
引
に

終
了
さ
せ
る
な
ど
問
題
の
あ

る
シ
ン
ポ
ジ
ュ
ウ
ム
と
な
っ

た
。道

は
、
早
急
に
結
論
づ
け

る
た
め
の
も
の
と
言
わ
ざ
る

を
得
な
い
。

こ
の
間
、道
民
の
生
命
・
財

産
と
生
活
環
境
を
守
る
立
場

か
ら
プ
ル
サ
ー
マ
ル
計
画
の

必
要
性
・
経
済
性
な
ど
に
つ

い
て
独
自
の
判
断
を
行
う
こ

と
を
強
く
求
め
て
き
た
。
そ

れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
道
が
、

道
民
の
意
志
を
無
視
し
、
６０

億
円
の
交
付
金
の
た
め
国
策

へ
の
追
随
す
る
姿
勢
に
抗
議

し
、
１０
月
１４
日
～
１７
日
ま
で

の
間
、
北
海
道
知
事
に
対
す

る
抗
議
打
電
行
動
を
道
本
部

と
単
組
で
取
り
組
ん
だ
。

逢坂衆議院議員

労
働
基
本
権
問
題
を
学
習

４町村に「プルサーマル計画」に同意しな
いよう要請した

私
は
０６
年
１
月
に
脳
梗
塞
で
倒
れ
ま
し

た
が
、
皆
様
の
ご
支
援
も
あ
り
２
年
９
カ

月
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
言
葉

が
不
自
由
な
こ
と
か
ら
今
期
限
り
の
引
退

を
決
意
し
ま
し
た
が
、
私
と
同
じ
よ
う
に

失
語
症
に
苦
し
む
人
た
ち
が
大
勢
い
る
こ

と
に
改
め
て
驚
き
ま
し
た
。
若
年
層
で
は

交
通
事
故
の
後
遺
症
か
ら
な
る
ケ
ー
ス
も

多
く
、
国
内
に
５０
万
人
は
い
る
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。
し
か
し
そ
の
症
状
は
、
喋
る

こ
と
が
で
き
な
い
、
正
し
い
言
葉
が
出
な

い
、
話
は
出
来
る
が
書
く
こ
と
が
出
来
な

い
な
ど
実
に
さ
ま
ざ
ま
で
す
。
そ
れ
ゆ
え

に
周
り
か
ら
理
解
さ
れ
ず
、
孤
立
し
が
ち

で
す
。

駅
や
ス
ー
パ
ー
な
ど
日
常
生

活
の
場
に
理
解
者
が
増
え
、
普

通
に
生
活
で
き
る
よ
う
、
厚
生
労
働
省
に

は
実
態
調
査
と
併
せ
て
支
援
体
制
を
整
え

る
よ
う
要
望
し
ま
し
た
。
医
療
・
介
護
・

生
活
支
援
な
ど
多
く
の
課
題
が
見
え
て
き

ま
し
た
。
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「
失
語
症
者
」へ
の
支
援
を
要
望

―申し込み受付中―

ノ
ー
ベ
ル
賞
の

益
川
さ
ん
が
、
朝

の
ニ
ュ
ー
ス
の
中

で
「
高
顔
低
手
」

と
い
う
言
葉
を
使

っ
て
い
た
。
目
標

と
か
理
想
は
高

く
、
そ
し
て
実
際

の
仕
事
は
身
近
な
と
こ
ろ
か

ら
手
を
つ
け
よ
、
と
い
う
よ

う
な
こ
と
だ
と
い
う
。
こ
の

こ
と
は
、
私
た
ち
自
治
体
に

働
く
も
の
や
労
働
組
合
運
動

に
従
事
す
る
も
の
に
と
っ
て

も
い
え
る
こ
と
だ
と
感
じ

る
。
誰
し
も
、
最
初
は
目
標

を
掲
げ
、
日
々
の
仕
事
に
邁

進
す
る
の
で
あ
る
が
、
次
第

に
日
常
の
仕
事
に
埋
没
し
目

標
を
見
失
い
が
ち
で
あ
る
。

あ
る
い
は
「
自
分
の
生
活
の

た
め
」
と
か
「
昇
進
や
人

事
」
と
い
う
よ
う
な
こ
と
に

関
心
が
移
っ
て
し
ま
う
。
一

方
、
い
ろ
い
ろ
目
標
や
理
想

を
あ
れ
こ
れ
と
評
論
は
す
る

け
ど
全
く
手
の
動
か
な
い
人

も
多
い
。
も
ち
ろ
ん
議
論
は

大
い
に
大
事
で
あ
る
け
れ
ど

手
が
動
か
な
け
れ
ば
な
に
も

生
ま
れ
な
い
。
道
本
部
勤
務

五
年
間
を
経
て
、
出
身
の
全

道
庁
に
戻
り
ま
す
。
光
陰
矢

の
如
し
。
１
９
７
６
年
か
ら

労
働
運
動
に
従
事
し
て
３２

年
、
早
い
も
の
で
す
。
残
さ

れ
た
時
間
そ
う
多
く
は
な
い

の
で
す
が
「
高
顔
低
手
」
で

仕
事
に
励
み
た
い
と
思
い
ま

す
。

（
井
上

昭
弘
）

自治労共済の自然災害共済は風水害で

最高３，０００万円、地震による損壊・火

災で最高１，２００万円と大型保障。火災

共済と一緒に加入して備えましょう。

突
然
の

災
害
に

し
っ
か
り
と
備
え
よ
う

自治労共済の火災共済＋自然災害共済
詳しくは組合まで

きんちゃん
の

国会だより
�

話話余余中中忙忙
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先頭に立って頑張ります！よろしくお願いします

２２００００９９年年度度道道本本部部執執行行体体制制
５
役（
企
画
会
議
）

執
行
委
員
長

自
治
労
共
済
道
支
部
長

副
執
行
委
員
長

総
合
政
策
局
長

副
執
行
委
員
長

組
織
労
働
局
長

組
織
労
働
局

賃
金
労
働
部
長

組
織
部
長

組
織
部
長

組
織
部
長

（
現
業
公
企
評
担
当
）

三浦 正道杉谷 光一木村美智留櫛部 浩二表 健一大出 彰良
（札幌市職連）（留萌市職労）（全道庁労連）（全道庁労連）（中標津町労連）（名寄市職労）

副
執
行
委
員
長

自
治
労
共
済
道
支
部
事
務
局
長

書
記
長

企
画
総
務
局
長

財
政
局
長

賃
金
労
働
部
次
長（
書
記
）

組
織
部
次
長（
書
記
）

（
現
業
公
企
評
担
当
）

組
織
部
次
長（
書
記
）

組
織
部
次
長（
書
記
）

（
女
性
部
担
当
）

三浦 正一山上 潔川本 淳大島 進玉井 秀樹高田 将平高山 智子
（斜里町労連）（全道庁労連）（中川町職労）

企
画
総
務
局

企
画
総
務
部
長

教
育
情
宣
部
長

女
性
部
長

青
年
部
長

組
織
拡
大

推

進

室

室
長

次
長

厚
生
対
策
部
長

退
職
者
会

事
務
局
長

石上 千博谷川 広美上島 早苗渡邊 修吾藤田 惣一
（富良野市労連）（直属支部）（占冠村職）（釧路市役所労組）

臨
時
執
行
委
員

（
女
性
部
担
当
）

企
画
総
務
部
次
長（
書
記
）

（
企
画
総
務
部
・
教
育
情
宣
部
）

企
画
総
務
部
次
長（
書
記
）

（
青
年
部
・
教
育
情
宣
部
）

企
画
総
務
部
次
長（
書
記
）

（
連
合
北
海
道
派
遣
）

事
務
局
長

（
組
織
拡
大
専
門
員
）

事
務
局
次
長（
２
人
）

総
合
研
究
室

室
長

事
務
局
長

越智 朱美近藤 哲也根本 圭岡本 宜久松岡 敏裕酒井 康弘
（砂川市職労）（石狩市職労）（全道庁労連）

総
合
政
策
局

政
治
部
長

自
治
体
政
策
部
長

財
政
局

会
計
部
長

会
計
部
次
長（
書
記
）

臨
時
書
記

事
務
局
次
長（
書
記
）

研
究
員（
嘱
託
職
員
）

小檜山秀昭駒井 由美毛利 孝人宮川 真希高久保雅子澤口 賢一舟橋 圭子
（直属支部）（全道庁労連）（直属支部）

公
共
サ
ー
ビ
ス
政
策
部
長

（
衛
生
医
療
評
担
当
）

公
共
サ
ー
ビ
ス
政
策
部
長

（
社
会
福
祉
評
担
当
）

自
治
労
共
済
北
海
道
支
部

臨
時
執
行
委
員

（
共
済
事
務
局
・
厚
生
対
策
部
担
当
）

管
理
部
長

損
害
調
査
部
長（
書
記
）

管
理
部
副
部
長（
書
記
）

事
業
部
副
部
長（
書
記
）

事
業
部
副
部
長（
書
記
）

小林 一司野城 執関 美恵子渡辺 隆山道摩奈美杉谷 和子鈴木 知幸
（苫小牧病職）（全道庁労連）（稚内市労連）

自
治
体
政
策
部
次
長（
書
記
）

（
政
治
部
担
当
）

公
共
サ
ー
ビ
ス
政
策
部
次
長（
書
記
）

（
衛
生
医
療
・
社
会
福
祉
部
担
当
）

損
害
調
査
部
副
部
長（
書
記
）

損
害
調
査
部
副
部
長（
書
記
）

損
害
調
査
部
副
部
長（
書
記
）

損
害
調
査
部
副
部
長（
嘱
託
職
員
）

事
業
部（
臨
時
書
記
）

佐々木直人小杉由美子渡部 裕幸引地 圭太萩原 直門田 哲雄古郡 里映

監
査
委
員

蒲
地

仁（
全
道
庁
労
連
）

三
橋

真
樹（
砂
川
市
職
労
）

山
田

和
孝（
豊
富
町
職
）

顧

問

元
衆
議
院
議
員

中
澤

健
次（
夕
張
市
職
労
）

元
道
本
部
執
行
委
員
長

北
村

英
人（
全
道
庁
労
連
）

元
道
本
部
執
行
委
員
長

森

朗（
全
道
庁
労
連
）

元
道
本
部
執
行
委
員
長

三
輪

修
彪（
旭
川
市
職
労
）

元
道
本
部
執
行
委
員
長

冨
山

隆（
全
道
庁
労
連
）

自
治
労
本
部
書
記
長

金
田

文
夫（
函
館
市
職
労
）

自
治
労
本
部
中
央
執
行
委
員

友
利

一
男（
網
走
市
労
連
）

自
治
労
本
部
中
央
執
行
委
員

秋
野

純
一（
札
幌
市
職
連
）

自
治
労
本
部
臨
時
執
行
委
員

平
川

則
男（
全
道
庁
労
連
）

自
治
労
本
部
中
央
執
行
委
員

芳
賀

直
行（

社
保
労
北
海
道
）

自
治
労
本
部
特
別
執
行
委
員

（
自
治
労
シ
ス
テ
ム
ズ
代
表

取
締
役
社
長
）

大
原

義
行（
全
道
庁
労
連
）

自
治
労
本
部
特
別
執
行
委
員

（
�
生
活
経
済
政
策
研
究
所

事
務
局
長
）

大
門

正
彦（
全
道
庁
労
連
）

連
合
北
海
道
会
長

�
柳

薫（
遠
軽
町
労
連
）

連
合
北
海
道
執
行
委
員

中
村

誠
吾（
小
樽
市
職
労
）

北
海
道
平
和
運
動
フ
ォ
ー
ラ

ム
代
表
委
員

山
田

剛（
全
道
庁
労
連
）

全
労
済
副
理
事
長

古
川

隆
之（
深
川
市
職
労
）

全
労
済
調
査
役

林

亮
一（
上
士
幌
町
職
）

北
海
道
労
働
金
庫

常
務
理

事大
場

博
之（
札
幌
市
職
連
）

北
海
道
労
働
者
福
祉
基
金
協

会
会
長

小
林

雪
夫（
全
道
庁
労
連
）

北
海
道
労
働
者
福
祉
協
議
会

理
事

佐
藤

富
夫（
全
道
庁
労
連
）

北
海
道
労
働
委
員
会
委
員

田
部

徹

（
釧
路
市
役
所
労
組
）

衆
議
院
議
員

金
田

誠
一（
函
館
市
職
労
）

衆
議
院
議
員

仲
野

博
子（
全
道
庁
労
連
）

衆
議
院
議
員

逢
坂

誠
二（
函
館
市
職
労
）

参
議
院
議
員

峰
崎

直
樹（
全
道
庁
労
連
）

参
議
院
議
員

相
原
久
美
子（
札
幌
市
職
連
）

特
別
執
行
委
員

道
本
部
書
記
は
、
毎
年
、

第
１
回
執
行
委
員
会
で
異
動

が
決
ま
り
紙
面
で
紹
介
し
て

い
る
が
、
今
回
は
異
動
し
て

い
な
い
た
め
、
異
動
し
た
時

点
で
機
関
紙
に
掲
載
予
定
。

道
本
部
書
記
の

異
動
に
つ
い
て

自治労道本部のホームページ www.jichiro-hokkaido.gr.jp

木
村
美
智
留

�
大
出

彰
良

表

健
一

�
選
出
中

選
出
中

杉
谷

光
一

選
出
中

第１９６１号 ���（毎月 １日・１１日・２１日発行、定価 １部 ６円
組合員の購読料は組合費の中に含まれています）自 治 労 北 海 道（昭和２８年１２月１２日

第３種郵便物認可）２００８年１０月１１日、２１日合併号


